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資料５

減損会計に係る独立行政法人会計基準Ｑ＆Ａと国立大学法人会計基準実務指針（対比表 （案））

※ は 修 正対 象、 は 修 正後 を、 ま た、 は 削除 を意 味 する 。
※表 中「 独 立行 政法 人 」は 「 国立 大学 法 人」 に読 み 替え るも の とす る 。

「 固 定 資 産 の 減 損 に 係 る 独 立 行 政 法 人 会 計 基 準 」 「 固 定 資 産 の 減 損 に 係 る 国 立 大 学 法 人 会 計 基 準 」

及 び 「 固 定 資 産 の 減 損 に 係 る 独 立 行 政 法 人 会 計 基 及 び 「 固 定 資 産 の 減 損 に 係 る 国 立 大 学 法 人 会 計 基 修 正の 観 点等
準注 解 」に 関す る Ｑ＆ Ａ 準 注解 」に 関 する 実務 指 針（ 案 ）

Ｑ減 損 ０－ １ Ｑ 減損 ０－ １
【 】 （ ）「 固 定 資 産 の 減 損 に 係 る 独 立 行 政 法 人 会 計 基 「 固 定 資 産 の 減 損 に 係 る 独 立 行 政 法 人 会 計 基 削 除 前文 の修 正 見込
に 合 わせ 、削 除 。準 の 設 定 及 び 独 立 行 政 法 人 会 計 基 準 の 改 訂 に つ 準 の 設 定 及 び 独 立 行 政 法 人 会 計 基 準 の 改 訂 に つ

い て 」 に お い て 「 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 い て 」 に お い て 「 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産、 、
の 減 損 会 計 基 準 等 を 適 用 す る こ と が 適 切 で あ る の 減 損 会 計 基 準 等 を 適 用 す る こ と が 適 切 で あ る
と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 主 務 省 令 に お い て そ の と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 主 務 省 令 に お い て そ の

旨 の 定 め を 行 う こ と 等 に よ り 、 本 基 準 の 趣 旨 を 旨 の 定 め を 行 う こ と 等 に よ り 、 本 基 準 の 趣 旨 を
踏 ま え た 会 計 処 理 が 望 ま れ る 」 と 記 述 さ れ て い 踏 ま え た 会 計 処 理 が 望 ま れ る 」 と 記 述 さ れ て い
る が 、こ の趣 旨 はな に か。 るが 、こ の 趣旨 はな に か。

Ａ Ａ
１ 減 損 会 計 基 準 は 、 国 か ら の 財 源 措 置 に 依 存 し １ 減 損 会 計 基 準 は 、 国 か ら の 財 源 措 置 に 依 存 し

た 業 務 運 営 を 行 っ て お り そ の 保 有 す る 固 定 資 産 た 業 務 運 営 を 行 っ て お り そ の 保 有 す る 固 定 資 産
に つ い て 自 己 収 入 に よ る 投 資 額 の 回 収 が 予 定 さ に つ い て 自 己 収 入 に よ る 投 資 額 の 回 収 が 予 定 さ
れ て い な い 独 立 行 政 法 人 を 念 頭 に 設 定 さ れ た も れ て い な い 独 立 行 政 法 人 を 念 頭 に 設 定 さ れ た も
の で あ る 。 こ の た め 、 固 定 資 産 か ら キ ャ ッ シ ュ の で あ る 。 こ の た め 、 固 定 資 産 か ら キ ャ ッ シ ュ

・ フ ロ ー が 生 み 出 さ れ 、 独 立 採 算 型 の 業 務 運 営 ・ フ ロ ー が 生 み 出 さ れ 、 独 立 採 算 型 の 業 務 運 営
が 行 わ れ て い る よ う な 独 立 行 政 法 人 に つ い て 、 が 行 わ れ て い る よ う な 独 立 行 政 法 人 に つ い て 、
固 定 資 産 に 投 下 さ れ た 資 本 を 市 場 を 通 じ て 回 収 固 定 資 産 に 投 下 さ れ た 資 本 を 市 場 を 通 じ て 回 収
す る こ と が 予 定 さ れ て い る よ う な 場 合 に は 、 企 す る こ と が 予 定 さ れ て い る よ う な 場 合 に は 、 企
業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 適 用 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 適 用
す る こと が適 切 であ る と考 えら れ る。 する こと が 適切 であ る と考 え られ る。

２ も っ と も 、 固 定 資 産 に 投 下 さ れ た 資 本 が 市 場 ２ も っ と も 、 固 定 資 産 に 投 下 さ れ た 資 本 が 市 場
を 通 じ て 回 収 さ れ る こ と が 予 定 さ れ て い る 場 合 を 通 じ て 回 収 さ れ る こ と が 予 定 さ れ て い る 場 合
で あ っ て も 、 当 該 固 定 資 産 や 業 務 の 特 性 か ら 、 で あ っ て も 、 当 該 固 定 資 産 や 業 務 の 特 性 か ら 、

企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 適 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 適
用 す る こ と が 必 ず し も 適 切 で は な い 独 立 行 政 法 用 す る こ と が 必 ず し も 適 切 で は な い 独 立 行 政 法
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人 に お い て は 、 固 定 資 産 の 有 効 利 用 の 促 進 及 び 人 に お い て は 、 固 定 資 産 の 有 効 利 用 の 促 進 及 び
市 場 価 格 が 著 し く 下 落 し た 場 合 の 帳 簿 価 額 へ の 市 場 価 格 が 著 し く 下 落 し た 場 合 の 帳 簿 価 額 へ の
反 映 と い っ た 減 損 会 計 基 準 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 企 反 映 と い っ た 減 損 会 計 基 準 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 企
業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 一 部 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 一 部
修 正 し て 適 用 す る こ と が 適 切 な 場 合 も 考 え ら れ 修 正 し て 適 用 す る こ と が 適 切 な 場 合 も 考 え ら れ
る 。 る。

３ こ の よ う に 、 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 ３ こ の よ う に 、 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減

損 会 計 基 準 等 を 適 用 す べ き 場 合 を 特 定 し て 基 準 損 会 計 基 準 等 を 適 用 す べ き 場 合 を 特 定 し て 基 準
化 す る こ と が 困 難 な こ と か ら 、 そ の 判 断 を 主 務 化 す る こ と が 困 難 な こ と か ら 、 そ の 判 断 を 主 務
省 令 等に 委ね る こと に した もの で ある 。 省令 等に 委 ねる こと に した も ので ある 。

Ｑ減 損 ０－ ２ ○ 前 文の 修 正 （ 見込 ） に 合 わＱ 減損 ０－ １
企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 せ 、附 属 病 院 に関 す る 考 え現 状 に お い て は 、

適 用 す る こ と が 適 切 で あ る と 認 め ら れ る 場 合 と の 減 損 会 計 基 準 を 適 用 す る こ と が 適 切 で あ る と 方を 補 足。
は な い あ る 附 属 病 院 には 、 具体 的に ど のよ う な場 合か 。 認 め ら れ る 場 合 と は が 、

具 体的 に どの よ うな 場合 か 。つい ては ど う

ＡＡ
独 立 行 政 法 人 が 行 っ て い る 業 務 内 容 は 多 様 で 独 立 行 政 法 人 が 行 っ て い る 業 務 内 容 は 多 様 で

あ り 、 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 あ り 、 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基
準 を 適 用 す る こ と が 適 切 な 場 合 を 一 律 か つ 統 一 準 を 適 用 す る こ と が 適 切 な 場 合 を 一 律 か つ 統 一
的 に 示 す こ と は 困 難 で あ る が 、 以 下 の よ う な 観 的 に 示 す こ と は 困 難 で あ る が 、 以 下 の よ う な 観
点 か ら 、 減 損 会 計 基 準 の 設 定 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 点 か ら 、 減 損 会 計 基 準 の 設 定 の 趣 旨 を 踏 ま え 、
総 合 的に 判断 す るこ と が必 要で あ ると 考え る 。 総合 的に 判 断す るこ と が必 要 であ ると 考 える 。

⑴ 独 立採 算型 等 の観 点 ⑴ 独 立採 算 型等 の観 点

国 か ら の 財 源 措 置 に 依 存 し な い 業 務 運 営 を 行 国 か ら の 財 源 措 置 に 依 存 し な い 業 務 運 営 を 行
っ て い る 場 合 や 、 事 業 費 の 一 部 に つ い て 補 助 金 っ て い る 場 合 や 、 事 業 費 の 一 部 に つ い て 補 助 金
等 の 交 付 を 受 け て い る が そ の 金 額 が 比 較 的 小 さ 等 の 交 付 を 受 け て い る が そ の 金 額 が 比 較 的 小 さ
い 場 合等 が該 当 する 。 い場 合等 が 該当 する 。

⑵ 業 務の 性格 及 び環 境 等の 観点 ⑵ 業 務の 性 格及 び環 境 等の 観 点
市 場 か ら 収 益 を 得 て い る 場 合 の よ う に 、 業 務 市 場 か ら 収 益 を 得 て い る 場 合 の よ う に 、 業 務

の 性 格 及 び 環 境 等 が 民 間 企 業 の 活 動 に 類 似 し て の 性 格 及 び 環 境 等 が 民 間 企 業 の 活 動 に 類 似 し て
い る と 認 め ら れ る 場 合 で あ っ て 、 投 資 額 の 回 収 い る と 認 め ら れ る 場 合 で あ っ て 、 投 資 額 の 回 収
が 予 定さ れて い る場 合 が該 当す る 。 が予 定さ れ てい る場 合 が該 当 する 。

国 立 大 学 法 人 の 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 は 、

「 現 状 に お い て は 、 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産
の 減 損 会 計 基 準 等 を 適 用 す る こ と が 適 切 で あ る
と は 認 め ら れ な い 」 と さ れ て い る た め 、 附 属。
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病 院 を 含 め て 独 立 行 政 法 人 に お け る 減 損 会 計 基
準に よる こ とと なる 。

企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 に
つ い て は 、 独 立 行 政 法 人 の 減 損 会 計 基 準 に お い
て 「 独 立 採 算 型 の 観 点 」 及 び 「 業 務 の 性 格 及、
び 環 境 等 の 観 点 」 か ら 総 合 的 に 判 断 す る こ と が
必 要 で あ る と さ れ て い る （ 独 立 行 政 法 人 減 損 会
計基 準Ｑ ＆ Ａ Ｑ減 損 ０－ ２ 。）

国 立 大 学 法 人 の 附 属 病 院 に お け る 診 療 業 務 に
つ い て は 、 民 間 病 院 と 同 様 の 診 療 活 動 に よ る 診
療 収 入 を も っ て 診 療 機 器 の 取 替 更 新 の 財 源 に 充
て て い る が 、 一 方 で 、 附 属 病 院 に お い て は 、 相
当 額 の 運 営 費 交 付 金 の 措 置 を 前 提 と し て 教 育 ・
研 究 ・ 診 療 が 一 体 と な っ て 行 わ れ て お り 、 独 立

。採算 型の 運 営が 予定 さ れて い ると は言 い がた い
む し ろ 、 附 属 病 院 は 、 収 支 均 衡 型 の 業 務 運 営 を
予 定 し 、 必 要 に 応 じ て 財 源 が 措 置 さ れ る 構 造 で

ある とい え る。

Ｑ減 損 ０－ ３ Ｑ 減損 ０－ ３ ○ 会 計基 準 に よ り統 一 的 に 取
企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 企 業 会 計 に お け る 固 定 資 産 の 減 損 会 計 基 準 を 扱い が 定ま るた め 、削 除。

適 用 す る こ と が 適 切 か ど う か の 判 断 は 、 法 人 単 適 用 す る こ と が 適 切 か ど う か の 判 断 は 、 法 人 単
位 で 行う のか 。 位で 行う の か。

Ａ Ａ
企 業 会 計 の 減 損 会 計 基 準 の 適 用 の 要 否 の 判 断 企 業 会 計 の 減 損 会 計 基 準 の 適 用 の 要 否 の 判 断

は 、 法 人 又 は 法 定 の 勘 定 区 分 を 単 位 と し て 行 う は 、 法 人 又 は 法 定 の 勘 定 区 分 を 単 位 と し て 行 う

こ と を原 則と す る。 こと を原 則 とす る。
な お 、 法 人 又 は 同 一 の 勘 定 内 に 独 立 採 算 型 の な お 、 法 人 又 は 同 一 の 勘 定 内 に 独 立 採 算 型 の

業 務 と 国 の 財 源 措 置 に 依 存 し た 業 務 が あ る 場 合 業 務 と 国 の 財 源 措 置 に 依 存 し た 業 務 が あ る 場 合
等 で あ っ て 、 独 立 採 算 型 の 業 務 が そ の 他 の 業 務 等 で あ っ て 、 独 立 採 算 型 の 業 務 が そ の 他 の 業 務
と 明 確 に 区 分 で き る よ う な 場 合 に は 、 当 該 業 務 と 明 確 に 区 分 で き る よ う な 場 合 に は 、 当 該 業 務
に 係 る 固 定 資 産 に つ い て の み 企 業 会 計 の 減 損 会 に 係 る 固 定 資 産 に つ い て の み 企 業 会 計 の 減 損 会
計 基 準を 適用 す るこ と も認 めら れ る。 計基 準を 適 用す るこ と も認 め られ る。

Ｑ減 損 ０－ ４ Ｑ 減損 ０－ ４ ○ 企 業会 計 の 減 損会 計 基 準 を
企 業会 計の 減 損会 計 基準 を適 用 する 場合 に は 企 業会 計 の減 損会 計 基準 を 適用 する 場 合に は 適用 し ない ため 、 削除 。、 、

財 務 諸 表 に お け る 表 示 や 注 記 等 の す べ て に つ い 財 務 諸 表 に お け る 表 示 や 注 記 等 の す べ て に つ い
て 企 業 会 計 の 減 損 会 計 基 準 に 準 拠 す る こ と に な て 企 業 会 計 の 減 損 会 計 基 準 に 準 拠 す る こ と に な
る の か。 るの か。
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Ａ Ａ
財 務 諸 表 の 利 用 者 で あ る 国 民 、 主 務 大 臣 及 び 財 務 諸 表 の 利 用 者 で あ る 国 民 、 主 務 大 臣 及 び

評 価 委 員 に で き る だ け 分 か り や す い 情 報 を 提 供 評 価 委 員 に で き る だ け 分 か り や す い 情 報 を 提 供
す る と の 観 点 か ら 判 断 す る こ と が 必 要 で あ り 、 す る と の 観 点 か ら 判 断 す る こ と が 必 要 で あ り 、
こ の よ う な 観 点 か ら 、 企 業 会 計 の 減 損 会 計 基 準 こ の よ う な 観 点 か ら 、 企 業 会 計 の 減 損 会 計 基 準
を 適 用 す る 範 囲 は 、 減 損 の 兆 候 、 認 識 、 測 定 に を 適 用 す る 範 囲 は 、 減 損 の 兆 候 、 認 識 、 測 定 に
関 す る 部 分 と し 、 減 損 を 認 識 し た 場 合 の 財 務 諸 関 す る 部 分 と し 、 減 損 を 認 識 し た 場 合 の 財 務 諸

、 、表 に おけ る表 示 や注 記 の記 載事 項 等に つい て は 表に おけ る 表示 や注 記 の記 載 事項 等に つ いて は
で き る 限 り 減 損 会 計 基 準 に 準 じ て 開 示 す る こ と で き る 限 り 減 損 会 計 基 準 に 準 じ て 開 示 す る こ と
が 適 切で ある 。 が適 切で あ る。

Ｑ減 損 １－ １ Ｑ 減損 １－ １
固 定 資 産 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 と は 、 具 体 的 に 固 定 資 産 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 と は 、 具 体 的 に

ど の よう なも の をい う のか 。 どの よう な もの をい う のか 。

Ａ Ａ

１ 固 定 資 産 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 と は 「 固 定 資 １ 固 定 資 産 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 と は 「 固 定 資、 、
産 の 減 損 に 係 る 独 立 行 政 法 人 会 計 基 準 の 設 定 及 産 の 減 損 に 係 る 会 計 基 準 の 設 定 及国 立 大 学 法 人
び 独 立 行 政 法 人 会 計 基 準 の 改 訂 に つ い て 」 に お び 会 計 基 準 の 改 訂 に つ い て 」 に お国 立 大 学 法 人
い て 述 べ ら れ て い る よ う に 「 固 定 資 産 に つ い い て 述 べ ら れ て い る よ う に 「 固 定 資 産 に つ い、 、
て ど の 程 度 の 使 用 が 想 定 さ れ て い る か 、 す な わ て ど の 程 度 の 使 用 が 想 定 さ れ て い る か 、 す な わ

、 」 、 」ち 固定 資産 を どの 程度 使 用す る 予定 であ る か ち 固定 資 産を どの 程 度使 用す る 予定 で ある か
と い う 観 点 か ら み た 場 合 の 固 定 資 産 の 能 力 で あ と い う 観 点 か ら み た 場 合 の 固 定 資 産 の 能 力 で あ
る 。 る。

２ 具 体 的 事 例 を 用 い て 説 明 す れ ば 、 以 下 の と お ２ 具 体 的 事 例 を 用 い て 説 明 す れ ば 、 以 下 の と お

り 。 り。
○ 国 立大 学 法 人 等に よ り 一 般⑴ 教 育 の 用 に 供 す る 目 的 で 取 得 し た 講 堂 に つ

的な 事 例を 追加 。い て 、 そ の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 中 期 計 画 等 に
お い て ど う い っ た 使 用 が 予 定 さ れ て い る か の
観 点 か ら サ ー ビ ス 提 供 能 力 が 測 定 さ れ る こ と
に なる 。

、 、例え ば 建 物の 収 容者 数の 上 限等 で はな く
通 常 の 教 育 の 実 施 に よ る 使 用 見 込 に よ る 。 具
体 例 と して は 、① 日 当た り 時間 使 用 する1 5
と し た 場 合 は 、 そ の 使 用 見 込 時 間 数 、 ② １ 日

当 た り 大 延 人 が 利 用 可 能 で あ る が 、 延500
人 が 利 用 予 定 で あ る 場 合 は そ の 予 定 人 数400

と して 測 定さ れる 。
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⑴ も っ ぱ ら 宿 泊 の 用 に 使 用 す る 目 的 で 取 得 し ⑴ も っ ぱ ら 宿 泊 の 用 に 使 用 す る 目 的 で 取 得
た 研 修 宿 泊 施 設 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 、 何 人 し た 研 修 宿 泊 施 設 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 、 何
の 研 修 生 を 宿 泊 さ せ る こ と が 予 定 さ れ て い る 人 の 研 修 生 を 宿 泊 さ せ る こ と が 予 定 さ れ て い
か と い う 観 点 か ら サ ー ビ ス 提 供 能 力 が 測 定 さ る か と い う 観 点 か ら サ ー ビ ス 提 供 能 力 が 測 定
れ るこ とに な る。 され るこ と にな る。

な お 、 サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 、 取 得 時 の 計 画 な お 、 サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 、 取 得 時 の 計 画
を 基 礎 と し て 測 定 さ れ る こ と に な り 、 物 理 的 を 基 礎 と し て 測 定 さ れ る こ と に な り 、 物 理 的

に は 人 収 容 可 能 な 施 設 で あ っ て も 、 取 得 に は 人 収 容 可 能 な 施 設 で あ っ て も 、 取 得200 200
時 の 計 画 が 、 通 常 業 務 に お い て は 人 の 収 時 の 計 画 が 、 通 常 業 務 に お い て は 人 の 収180 180
容 （繁 忙 時対 応 等の バ ッフ ァー 人分 ） を予 容 （ 繁忙 時対 応 等の バ ッフ ァ ー 人分 ） を予20 20
定 し て い た 場 合 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 人 定 し て い た 場 合 の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 人180 180
と 測定 され る 。 と 測定 さ れる 。

（ 注 ） 取 得 時 の 計 画 収 容 者 数 が 、 物 理 的 な 収 容 （ 注 ） 取 得 時 の 計 画 収 容 者 数 が 、 物 理 的 な 収 容
可 能 者 数 を 大 き く 下 回 る 場 合 で あ っ て 、 合 理 可 能 者 数 を 大 き く 下 回 る 場 合 で あ っ て 、 合 理
的 な 理 由 が な い 場 合 に は 、 取 得 計 画 の 妥 当 性 的 な 理 由 が な い 場 合 に は 、 取 得 計 画 の 妥 当 性

、 。 、 。が 問わ れ 減 損の 認識 に 至る こ とも あり 得 る が 問わ れ 減 損の 認 識に 至る こ とも あ り得 る

ま た 、 取 得 時 に お い て は 人 収 容 、 そ の 後 ま た 、 取 得 時 に お い て は 人 収 容 、 そ の 後100 100
の業 務 の 進 展 に 応じ 年 後 には 人の 収 容 の 業務 の 進 展 に 応じ 年 後 に は 人 の収 容5 180 5 180
を 計 画 し て 取 得 さ れ る 場 合 も あ り 、 こ の 場 合 を 計 画 し て 取 得 さ れ る 場 合 も あ り 、 こ の 場 合
の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 取 得 時 に は 人 で あ の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 取 得 時 に は 人 で あ100 100

5 180 5 180り そ の後 計 画に 従っ て 増加 し 年後 に は り そ の後 計 画に 従 って 増加 し 年 後に は、 、 、 、
人 と測 定さ れ る。 人 と測 定 され る。

学 術⑵ イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 情 報 提 供 の サ ー ⑵ イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 情 報 提 供 の
ビ ス を 行 う こ と を 目 的 に 取 得 し た コ ン ピ ュ ー サ ー ビ ス を 行 う こ と を 目 的 に研 究 の 演 算 処 理
タ シ ス テ ム の サ ー ビ ス 提 供 能 力 は 、 そ の 計 画 取 得 し た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の サ ー ビ ス 提
処 理 量 の 観 点 か ら サ ー ビ ス 提 供 能 力 が 測 定 さ 供 能 力 は 、 そ の 計 画 処 理 量 の 観 点 か ら サ ー ビ

れ る。 ス 提供 能 力が 測定 さ れる 。
すな わち 、 件 ／ 日の 処理 が 見込 ま れる すな わ ち、 件 ／ 日の 処 理が 見込 ま れる5,000 5,000

こ と か ら 、 バ ッ ク ア ッ プ 機 能 等 を 考 慮 し て こ と か ら 、 バ ッ ク ア ッ プ 機 能 等 を 考 慮フ ァ ー
件 ／ 日 の 処 理能 力 を 有 す る コ ンピ ュ ー し て 件 ／日 の処 理 能力 を 有す るコ ン ピュ7,000 7,000

タ シ ス テ ム を 取 得 し た 場 合 の 当 該 コ ン ピ ュ ー ー タ シ ス テ ム を 取 得 し た 場 合 の 当 該 コ ン ピ ュ

タ シス テム の サー ビ ス提 供能 力 は、 件 ／ ー タシ ス テム のサ ー ビス 提 供能 力は 、 件5,000 5,000
日 と測 定さ れ る。 ／ 日と 測 定さ れる 。

Ｑ減 損 ２－ １ Ｑ 減損 ２－ １
減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が で き る 重 要 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が で き る 重 要

性 の 乏 し い 固 定 資 産 と は 、 ど の よ う な も の が 考 性 の 乏 し い 固 定 資 産 と は 、 ど の よ う な も の が 考
え ら れる か。 えら れる か 。
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Ａ Ａ
１ 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が で き る 重 要 １ 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が で き る 重 要

性 の 乏 し い 固 定 資 産 と は 、 注 解 １ に 示 さ れ て い 性 の 乏 し い 固 定 資 産 と は 、 注 解 １ に 示 さ れ て い
る よ う に 、 固 定 資 産 の 金 額 的 側 面 及 び 質 的 側 面 る よ う に 、 固 定 資 産 の 金 額 的 側 面 及 び 質 的 側 面
を 勘 案 し て 独 立 行 政 法 人 ご と に 判 断 す る 必 要 が を 勘 案 し て ご と に 判 断 す る 必 要 が国 立 大 学 法 人
あ る が 、 例 え ば 、 以 下 の 全 て の 要 件 に 該 当 す る あ る が 、 例 え ば 、 以 下 の 全 て の 要 件 に 該 当 す る
も の は 、 重 要 性 が 乏 し い も の と し て 減 損 会 計 基 も の は 、 重 要 性 が 乏全 国 立 大 学 法 人 に 共 通 し て

準 を 適用 しな い こと が でき る。 し い も の と し て 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と
がで きる 。

⑴ 「機 械 及び 装置 並 びに そ の他 の附 属 設備 「船 ⑴ 「機 械 及び 装 置並 びに そ の他 の附 属 設備 「船」、 」、
舶 及 び水 上 運 搬 具 「 車 両 そ の 他 の 陸上 運 搬 舶 及 び 水 上運 搬 具 「 車 両 そ の 他 の 陸 上運 搬」、 」、
具 「 工 具 、 器具 及 び 備 品 」 又 は 「 無形 固 定 資 具 「 工 具 、 器 具及 び 備 品 」 又 は 「 無 形固 定 資」、 」、
産 （ 償 却資 産に 限 る ）で あ るこ と。 産 （償 却資 産 に限 る ）で あ るこ と。」 。 」 。

⑵ 取得 価 額が 万円 未満 で ある こと 。 ⑵ 取得 価 額が 万円 未 満で ある こ と。5,000 5,000
⑶ 耐用 年 数が 年 未 満で あ るこ と。 ⑶ 耐用 年 数が 年未 満で あ るこ と。10 10

２ 上 記 １ の 要 件 は 減 損 会 計 基 準 を 適 用 す べ き 独 ２ 上 記 １ の 要 件 は 減 損 会 計 基 準 を 適 用 す べ き ○ 比 較 可 能 性 確 保 の 観 点 か国
立 行 政 法 人 の 全 て に 当 て は ま る も の と し て 示 し の 全 て に 当 て は ま る も の と し て 示 し ら 、統 一 的な 基準 を 設定 。立 大 学 法 人
て い る も の で あ り 、 こ の 要 件 に 該 当 し な い 固 定 て い る も の で あ り 、 こ の 要 件 に 該 当 し な いる 。
資 産 で あ っ て も 、 各 独 立 行 政 法 人 固 有 の 状 況 に 固 定 資 産 で あ っ て も 、 各 独 立 行 政 法 人 固 有 の 状
鑑 み て 重 要 性 が 乏 し い と 認 め ら れ る 固 定 資 産 に 況 に 鑑 み て 重 要 性 が 乏 し い と 認 め ら れ る 固 定 資

【 変 更 】 金額 に よ り 一律 につ い て は 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が で き 産 に つ い て は 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が
重 要 性 が 乏し い と す る取 扱る 。 具 体 的 な 取 扱 い と し て は 、 例 え ば 、 取 得 価 で き る 。 具 体 的 な 取 扱 い と し て は 、 例 え ば 、 取
い は 取 り 止め 、 独 立 行政 法額 が 少 額 の 「 器 具 及 び 備 品 」 で あ っ て 、 耐 用 年 得 価 額 が 少 額 の 「 器 具 及 び 備 品 」 で あ っ て 、 耐
人 と 同 様 とし つ つ 、 基準 を数 が 年 以 上で ある （ 金属 製 の事 務 机、 金 庫等 用年 数 が 年以 上 であ る （金 属製 の 事務 机 、金10 10
明 確 化。が 該 当 す る ） こ と か ら 、 上 記 １ の 要 件 に 該 当 庫 等 が 該 当 す る ） こ と か ら 、。 。 も の に つ い て は

し な い が 、 独 立 行 政 法 人 の 資 産 総 額 に 占 め る 割 上 記 １ の 要 件 に 該 当 し な い が 、 の国 立 大 学 法 人
合 が 極 め て 小 さ い こ と か ら 重 要 性 が 低 い と 認 め 資 産 総 額 に 占 め る 割 合 が 極 め て 小 さ い こ と か ら
ら れ る 固 定 資 産 を 減 損 会 計 基 準 の 適 用 対 象 と し 重 要 性 が 低 い と 認 め ら れ る 固 定 資 産 を 減 損 会、

とな い こと 等が 考 えら れ る。 計 基 準 の 適 用 対 象 と し な い こ と 等 が 考 え ら れ
な お 、 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い 固 定 資 産 の る 。す

範 囲 に つ い て 、 上 記 １ の 要 件 と 異 な る 取 扱 い と な お 、 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い 固 定 資 産 の
す る 場 合 に は 、 会 計 処 理 の 透 明 性 を 確 保 し 恣 意 範 囲 に つ い て 、 上 記 １ の 要 件 と 異 な る 取 扱 い と
的 な 運 用 を 避 け る た め 、 取 扱 い の 基 準 を あ ら か す る 場 合 に は 、 会 計 処 理 の 透 明 性 を 確 保 し 恣 意
じ め 定め てお く こと が 適切 であ る 。 的 な 運 用 を 避 け る た め 、 取 扱 い の 基 準 を あ ら か

じめ 定め て おく こと が 適切 で ある 。

○ 収 蔵品 等 に つ いて 、 国 立 大３ 他 の も の に よ る 代 替 可 能 性 の あ る 収 蔵 品 等 に
学 法 人等 の 業 務 の特 性 等 を 考つ い て は 、 資 産 総 額 に 占 め る 割 合 が 極 め て 小 さ
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慮 し、 追 加。い こ と か ら 重 要 性 が 低 い と 認 め 、 教 育 研 究 上 の
使 用 価 値 に 変 化 が 無 い 限 り 、 減 損 会 計 基 準 の 適
用 対 象 と し な い こ と と す る （ Ｑ 減 損 ３ － ６ 参
照 。）

４ 教 育 研 究 用 の 図 書 に つ い て は 、 国 立 大 学 法 人
【 追 加 】 図書 の 取 扱 いに つの 業 務 で あ る 教 育 ・ 研 究 の 遂 行 に 必 須 の 基 礎 的
い て 、明 確化 。資 産 で あ る と の 質 的 側 面 に 着 目 し て 特 に 資 産 計

上 す る 取 扱 い と し て い る 。 し か し な が ら 、 個 々
の 図 書 に 着 目 す る と 、 金 額 的 な 重 要 性 は 極 め て
小 さ い こ と 、 教 育 研 究 の 用 に 供 し て い る 間 は 使
用 価 値 の 変 化 は み ら れ な い こ と か ら 、 減 損 会 計
基準 の適 用 対象 とし な いこ と とす る。

Ｑ減 損 ２－ ２ Ｑ 減損 ２－ ２
電 話 加 入 権 、 敷 金 ・ 保 証 金 及 び ソ フ ト ウ ェ ア 電 話 加 入 権 、 敷 金 ・ 保 証 金 及 び ソ フ ト ウ ェ ア

等 の 無 形 固 定 資 産 に つ い て も 、 減 損 会 計 基 準 を 等 の 無 形 固 定 資 産 に つ い て も 、 減 損 会 計 基 準 を

適 用 する 必要 が ある か 。 適用 する 必 要が ある か 。

Ａ Ａ
１ 電 話 加 入 権 に つ い て は 、 非 償 却 資 産 で あ り 、 １ 電 話 加 入 権 に つ い て は 、 非 償 却 資 産 で あ り 、

Ｑ ＆ Ａ 減 損 ２ － １ で 示 す 要 件 に 該 当 し な い た め Ｑ ＆ Ａ 減 損 ２ － １ で 示 す 要 件 に 該 当 し な い た め
減 損 会 計 基 準 を 適 用 す る こ と に な る 。 他 方 、 敷 減 損 会 計 基 準 を 適 用 す る こ と に な る 。 他 方 、 敷
金 ・ 保 証 金 に つ い て は 、 企 業 会 計 の 金 融 商 品 に 金 ・ 保 証 金 に つ い て は 、 企 業 会 計 の 金 融 商 品 に
係 る 会 計 基 準 が 適 用 さ れ る 資 産 （ 金 融 商 品 会 係 る 会 計 基 準 が 適 用 さ れ る 資 産 （ 金 融 商 品 会「 「
計 に 関す る実 務 指針 （ 平成 年 月 日 会計 計に 関す る 実務 指針 （ 平成 年 月 日 会計12 1 30 12 1 30
制 度委 員 会 報 告 第 号 」 第 項 参 照） で あ 制 度 委員 会 報 告 第 号 」 第 項 参 照 ）で あ14 133 14 133） ）

り 、 減 損 会 計 基 準 の 適 用 は な い 。 ま た 、 ソ フ ト り 、 減 損 会 計 基 準 の 適 用 は な い 。 ま た 、 ソ フ ト
ウ ェ ア に つ い て は 、 償 却 資 産 た る 無 形 固 定 資 産 ウ ェ ア に つ い て は 、 償 却 資 産 た る 無 形 固 定 資 産
で あ るこ と から 、 その 取得 価 額が 万 円 未満 であ る こと から 、 その 取 得価 額が 万 円 未満5,000 5,000
で あ り、 かつ 、 耐用 年 数が 年未 満 であ る 場合 であ り、 か つ、 耐用 年 数が 年 未満 であ る 場合10 10
に は 、 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が 認 め ら に は 、 減 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い こ と が 認 め ら
れ る 。 れる 。

２ な お 、 Ｑ ＆ Ａ 減 損 ２ － １ で 示 す 要 件 と は 異 な ２ な お 、 Ｑ ＆ Ａ 減 損 ２ － １ で 示 す 要 件 と は 異 な ○ 国 立大 学 法 人 にお い て は 統
る 取 扱 い を 独 自 に 定 め て お り 、 電 話 加 入 権 が 減 る 取 扱 い を 独 自 に 定 め て お り 、 電 話 加 入 権 が 減 一的 に 定め るた め 削除 。
損 会 計 基 準 を 適 用 し な い 固 定 資 産 に 該 当 す る 独 損 会 計 基 準 を 適 用 し な い 固 定 資 産 に 該 当 す る 独

立 行 政 法 人 で あ っ て も 、 電 話 加 入 権 は 、 全 て の 立 行 政 法 人 で あ っ て も 、 電 話 加 入 権 は 、 全 て の
独 立 行 政 法 人 に 共 通 し て 計 上 さ れ て い る 固 定 資 独 立 行 政 法 人 に 共 通 し て 計 上 さ れ て い る 固 定 資
産 で あ る こ と と 、 及 び 先 行 独 立 行 政 法 人 に お け 産 で あ る こ と と 、 及 び 先 行 独 立 行 政 法 人 に お け
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る 計 上 の 経 緯 か ら 、 電 話 加 入 権 に つ い て は 、 減 る 計 上 の 経 緯 か ら 、 電 話 加 入 権 に つ い て は 、 減
損 会 計 基 準 が 統 一 的 に 実 施 さ れ る こ と が 適 切 で 損 会 計 基 準 が 統 一 的 に 実 施 さ れ る こ と が 適 切 で
あ る 。 ある 。

Ｑ減 損 ３－ １ Ｑ 減損 ３－ １
「 固定 資 産 が使 用 され て い る業 務 の実 績 が、 中 「 固 定資 産 が使 用 さ れて い る業 務 の実 績 が 、中

期 計 画 の 想 定 に 照 ら し 、 著 し く 低 下 し た か 、 あ 期 計 画 の 想 定 に 照 ら し 、 著 し く 低 下 し た か 、 あ
る い は 、 低 下 す る 見 込 み で あ る こ と 」 と は 、 ど る い は 、 低 下 す る 見 込 み で あ る こ と 」 と は 、 ど

の よ うな 場合 が 考え ら れる か。 のよ うな 場 合が 考え ら れる か 。
○ 国 立大 学 法 人 等に よ り 一 般ま た、 研 究の 遅延 や 中断 は 該当 する の か。

Ａ Ａ 的な 事 例を 追加 。
業 務 実 績 が 以 前 に 比 べ 低 下 し た 場 合 だ け で な 業 務 実 績 が 以 前 に 比 べ 低 下 し た 場 合 だ け で な１

く 、 中 期 計 画 等 に 照 ら し て 当 初 か ら 低 い 場 合 も く 、 中 期 計 画 等 に 照 ら し て 当 初 か ら 低 い 場 合 も
授 業 料 や該 当 す る も の と す る 。 ま た 、 資 産 か ら 入 場 料 や 該 当 す る も の と す る 。 ま た 、 資 産 か ら

使 用 料 等 の 収 入 が 生 み 出 さ れ る 場 合 に は 、 そ の 入 場 料 や 使 用 料 等 の 収附 属 病 院 収 入 及 び そ の 他
業 務 活 動 か ら 生 ず る 損 益 又 は 収 入 が 中 期 計 画 等 入 が 生 み 出 さ れ る 場 合 に は 、 そ の 業 務 活 動 かあ
に お け る 想 定 に 比 し 著 し く 悪 化 し て い る 場 合 も ら 生 ず る 損 益 又 は 収 入 が 中 期 計 画 等 に お け る 想

該 当 する 。 定に 比し 著 しく 悪化 し てい る 場合 も該 当 する 。

２ ま た 、 研 究 の 遅 延 や 中 断 が 生 じ た 場 合 で あ っ
て も 、 当 該 研 究 に つ い て 客 観 的 に 実 施 又 は 再 開
が な さ れ 、 研 究 の 実 績 が 相 当 程 度 回 復 す る こ と
を 説 明 で き る 場 合 に は 、 こ の 対 象 に は 該 当 し な

【 削 除 】 業務 評 価 の 例は 、い。
妥 当 性を 欠く た め取 下 げ。

Ｑ減 損 ３－ ２ Ｑ 減損 ３－ ２
「 固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る 範 囲 又 は 方 法 に 「 固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る 範 囲 又 は 方 法 に

つ い て 、 当 該 資 産 の 使 用 可 能 性 を 著 し く 低 下 さ つ い て 、 当 該 資 産 の 使 用 可 能 性 を 著 し く 低 下 さ
せ る 変 化 が 生 じ た か 、 あ る い は 、 生 ず る 見 込 み せ る 変 化 が 生 じ た か 、 あ る い は 、 生 ず る 見 込 み
で あ る こ と 」 と は 、 具 体 的 に ど の よ う な 場 合 が で あ る こ と 」 と は 、 具 体 的 に ど の よ う な 場 合 が
考 え られ るか 。 考え られ る か。

Ａ Ａ
例 えば 、以 下 のよ う な場 合が 考 えら れる 。 例 えば 、 以下 のよ う な場 合 が考 えら れ る。

⑴ 固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る 業 務 を 廃 止 又 は ⑴ 固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る 業 務 を 廃 止 又 は
再 編 成 す る こ と 。 業 務 の 再 編 成 に は 、 業 務 規 再 編 成 す る こ と 。 業 務 の 再 編 成 に は 、 業 務 規
模 の大 幅な 縮 小な ど が含 まれ る 。 模 の大 幅 な縮 小な ど が含 ま れる 。

⑵ 固定 資産 が 遊休 状 態に なっ て いる こと 。 ⑵ 固定 資 産が 遊休 状 態に な って いる こ と。

⑶ 固 定 資 産 の 稼 働 率 が 著 し く 低 下 し た 状 態 が ⑶ 固 定 資 産 の 稼 働 率 が 著 し く 低 下 し た 状 態 が
続 いて いる こ と。 続 いて い るこ と。

⑷ 固 定 資 産 に 著 し い 機 能 的 減 価 が 観 察 で き る ⑷ 固 定 資 産 に 著 し い 機 能 的 減 価 が 観 察 で き る
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こ と。 こ と。
⑸ 建 設 仮 勘 定 に 計 上 し て い る 建 設 途 中 の 固 定 ⑸ 建 設 仮 勘 定 に 計 上 し て い る 建 設 途 中 の 固 定

資 産 に つ い て 、 建 設 の 大 幅 な 延 期 が 決 定 さ れ 資 産 に つ い て 、 建 設 の 大 幅 な 延 期 が 決 定 さ れ
た こ と や 当 初 の 計 画 に 比 べ 著 し く 滞 っ て い る た こ と や 当 初 の 計 画 に 比 べ 著 し く 滞 っ て い る
こ と。 こ と。

Ｑ減 損 ３－ ３ Ｑ 減損 ３－ ３
「 、 「 、固定 資産 が 使用 され て いる 業 務に 関連 し て 固定 資 産が 使用 さ れて いる 業 務に 関 連し て

、 、 、 、業 務 運営 の環 境 が著 し く悪 化し た か ある い は 業務 運営 の 環境 が著 し く悪 化 した か あ るい は
悪 化 す る 見 込 み で あ る こ と 」 と は 、 具 体 的 に ど 悪 化 す る 見 込 み で あ る こ と 」 と は 、 具 体 的 に ど
の よ うな 場合 が 考え ら れる か。 のよ うな 場 合が 考え ら れる か 。

Ａ Ａ
例 え ば、 以下 の よう な 場合 が考 え られ る。 例え ば、 以 下の よう な 場合 が 考え られ る 。
⑴ 技 術 革 新 に よ る 著 し い 陳 腐 化 や 特 許 期 間 の ⑴ 技 術 革 新 に よ る 著 し い 陳 腐 化 や 特 許 期 間 の

終 了 に よ る 重 要 な 関 連 技 術 の 拡 散 な ど の 技 術 終 了 に よ る 重 要 な 関 連 技 術 の 拡 散 な ど の 技 術
的 環境 が著 し く悪 化 して いる こ と。 的 環境 が 著し く悪 化 して い るこ と。

⑵ 業 務 に 関 連 す る 重 要 な 法 律 改 正 、 規 制 緩 和 ⑵ 業 務 に 関 連 す る 重 要 な 法 律 改 正 、 規 制 緩 和
や 規 制 強 化 、 重 大 な 法 令 違 反 の 発 生 な ど の 法 や 規 制 強 化 、 重 大 な 法 令 違 反 の 発 生 な ど の 法
律 的環 境が 著 しく 悪 化し てい る こと 。 律 的環 境 が著 しく 悪 化し て いる こと 。

Ｑ減 損 ３－ ４ Ｑ 減損 ３－ ４
減 損 会計 基 準 「第 ３ 減 損 の兆 候 」第 ２ 項の ⑴ 減 損 会 計基 準 「第 ３ 減 損 の兆 候 」第 ２ 項 の⑴

～ ⑶ で い う 「 著 し く 低 下 」 及 び 「 著 し い 悪 化 」 ～ ⑶ で い う 「 著 し く 低 下 」 及 び 「 著 し い 悪 化 」
の 「 著 し い 」 と は 、 具 体 的 に ど の よ う な 場 合 を の 「 著 し い 」 と は 、 具 体 的 に ど の よ う な 場 合 を
い う のか 。 いう のか 。

Ａ Ａ

１ 「 著 し い 」 と は 、 固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る １ 「 著 し い 」 と は 、 固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る
業 務 の 実 績 、 固 定 資 産 の 使 用 可 能 性 及 び 業 務 運 業 務 の 実 績 、 固 定 資 産 の 使 用 可 能 性 及 び 業 務 運
営 の 環境 に つ い て 数 量 化で き る 場 合 に は、 ％ 営 の 環 境に つ い て 数 量 化 でき る 場 合 に は 、 ％50 50
を 基 準と して 判 断す る こと にな る 。 を基 準と し て判 断す る こと に なる 。

固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る 業 務 の 実 績 に つ い 固 定 資 産 が 使 用 さ れ て い る 業 務 の 実 績 に つ い
て 例 示 す れ ば 、 取 得 時 （ 独 立 行 政 法 人 設 立 に 伴 て 例 示 す れ ば 、 取 得 時 （ 設 立 に 伴国 立 大 学 法 人
う 承 継 時 ） の 想 定 が 、 年 間 人 の 利 用 を 予 う 承 継 時 ） の 想 定 が 、 年 間 人 の ○ 国 立大 学 法 人 等の 実 態 に 即50,000 50,000 700 時 間
定 し て い た 研 修 宿 泊 施 設 に つ い て 、 実 績 利 用 人 利用 を予 定 して いた 研 修宿 泊 施設 に つい て した 修 正。講堂 、

稼 動 時 間 時 間数 が 年間 人の 場 合は 、 人 ÷ 人 実 績 利 用 人 数 が 年 間 人20,000 20,000 50,000 20,000 280
時 間 時間＝ ％と な り、 減損 の 兆候 に 該当 す るこ と にな の場 合は 、 人 ÷ 人40 20,000 50,000280 700

る 。 ＝ ％と な り、 減 損の 兆 候に 該当 す るこ と にな40
る。
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２ な お 、 直 接 的 に 数 量 化 す る こ と が 困 難 な 場 合 ２ な お 、 直 接 的 に 数 量 化 す る こ と が 困 難 な 場 合
で あ っ て も 、 関 連 す る 各 種 の デ ー タ 等 を 参 考 に で あ っ て も 、 関 連 す る 各 種 の デ ー タ 等 を 参 考 に
し て 、取 得 時の 想 定と 比 して 概ね ％で あ るか して 、 取得 時の 想 定と 比 して 概 ね ％で あ るか50 50
否 か で判 断す る こと に なる 。 否か で判 断 する こと に なる 。

Ｑ減 損 ３－ ５ Ｑ 減損 ３－ ５
市 場 価 格 と は 、 何 を 指 す の か 。 ま た 、 毎 期 末 市 場 価 格 と は 、 何 を 指 す の か 。 ま た 、 毎 期 末

に 固 定 資 産 の 市 場 価 格 を 調 査 し 、 著 し く 下 落 し に 固 定 資 産 の 市 場 価 格 を 調 査 し 、 著 し く 下 落 し

て い るか の判 定 を行 う 必要 があ る のか 。 てい るか の 判定 を行 う 必要 が ある のか 。
Ａ Ａ
１ 「 市 場 価 格 」 と は 、 市 場 性 を 有 す る 資 産 に つ １ 「 市 場 価 格 」 と は 、 市 場 性 を 有 す る 資 産 に つ

い て 、 現 実 の 社 会 経 済 情 勢 の 下 で 合 理 的 と 考 え い て 、 現 実 の 社 会 経 済 情 勢 の 下 で 合 理 的 と 考 え
ら れ る 条 件 を 満 た す 市 場 で 形 成 さ れ る で あ ろ う ら れ る 条 件 を 満 た す 市 場 で 形 成 さ れ る で あ ろ う

。 、 。 、市 場 価値 を表 示 する 適 正な 価格 を いう 例 え ば 市場 価値 を 表示 する 適 正な 価 格を いう 例え ば
独 立 し た 第 三 者 間 に お い て 公 正 な 取 引 条 件 下 で 独 立 し た 第 三 者 間 に お い て 公 正 な 取 引 条 件 下 で
成 立 し う る 資 産 の 売 却 価 額 は 、 通 常 、 市 場 価 格 成 立 し う る 資 産 の 売 却 価 額 は 、 通 常 、 市 場 価 格
で あ ると 言え る 。 であ ると 言 える 。

２ 固 定 資 産 の 市 場 価 格 が 帳 簿 価 額 に 比 し て 著 し ２ 固 定 資 産 の 市 場 価 格 が 帳 簿 価 額 に 比 し て 著 し
く 下 落 し て い る か の 判 断 に つ い て は 、 次 に 例 示 く 下 落 し て い る か の 判 断 に つ い て は 、 次 に 例 示
す る よ う に 、 毎 期 末 、 一 定 の 評 価 額 や 適 切 に 市 す る よ う に 、 毎 期 末 、 一 定 の 評 価 額 や 適 切 に 市
場 価 格 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 指 標 を 減 損 場 価 格 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 指 標 を 減 損
の 兆 候 を 把 握 す る た め の 市 場 価 格 と み な し て 使 の 兆 候 を 把 握 す る た め の 市 場 価 格 と み な し て 使
用 す るこ とが で きる 。 用す るこ と がで きる 。

⑴ 固 定資 産が 土 地の 場 合 ⑴ 固 定資 産 が土 地の 場 合
当 該 土 地 の 相 続 税 評 価 額 （ 路 線 価 、 近 傍 に 当 該 土 地 の 相 続 税 評 価 額 （ 路 線 価 、 近 傍 に） ）

所 在 す る 地 価 公 示 価 格 又 は 都 道 府 県 地 価 調 査 に 所 在 す る 地 価 公 示 価 格 又 は 都 道 府 県 地 価 調 査 に

お け る 基 準 地 価 格 の い ず れ か の 指 標 を 採 用 し 、 お け る 基 準 地 価 格 の い ず れ か の 指 標 を 採 用 し 、
当 該 土 地 の 取 得 時 に お け る こ れ ら の 価 格 と 期 末 当 該 土 地 の 取 得 時 に お け る こ れ ら の 価 格 と 期 末
に お け る こ れ ら の 価 格 と を 比 較 し 、 減 損 の 兆 候 に お け る こ れ ら の 価 格 と を 比 較 し 、 減 損 の 兆 候
の 有 無を 判断 す る方 法 の有 無を 判 断す る方 法

⑵ 固 定資 産が 建 物等 の 場合 ⑵ 固 定資 産 が建 物等 の 場合
国 土 交 通 省 が 公 表 し て い る 建 設 工 事 費 デ フ レ 国 土 交 通 省 が 公 表 し て い る 建 設 工 事 費 デ フ レ

ー タ ー を 採 用 し 、 当 該 建 物 の 取 得 時 に お け る 指 ー タ ー を 採 用 し 、 当 該 建 物 の 取 得 時 に お け る 指
数 と 期 末 に お け る 指 数 を 比 較 し 、 減 損 の 兆 候 の 数 と 期 末 に お け る 指 数 を 比 較 し 、 減 損 の 兆 候 の
有 無 を判 断す る 方法 有無 を判 断 する 方法

⑶ 固 定資 産が 機 械装 置 、器 具備 品 等の 場合 ⑶ 固 定資 産 が機 械装 置 、器 具 備品 等の 場 合

当 該 機 械 装 置 又 は 器 具 備 品 等 の 定 価 又 は カ タ 当 該 機 械 装 置 又 は 器 具 備 品 等 の 定 価 又 は カ タ
ロ グ 価 格 等 （ 同 じ 製 品 の 製 造 が 行 わ れ て い な ロ グ 価 格 等 （ 同 じ 製 品 の 製 造 が 行 わ れ て い な
い 場 合 に は 同 等 の 性 能 を 有 す る と 認 め ら れ る も い 場 合 に は 同 等 の 性 能 を 有 す る と 認 め ら れ る も
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の の 定 価 又 は カ タ ロ グ 価 格 等 ） を 指 標 と し て 採 の の 定 価 又 は カ タ ロ グ 価 格 等 ） を 指 標 と し て 採
用 し 、 取 得 時 に お け る こ れ ら の 価 格 と 期 末 に お 用 し 、 取 得 時 に お け る こ れ ら の 価 格 と 期 末 に お
け る こ れ ら の 価 格 と を 比 較 し 、 減 損 の 兆 候 の 有 け る こ れ ら の 価 格 と を 比 較 し 、 減 損 の 兆 候 の 有

【 削 除 】 土地 の 瑕 疵 等の 取無 を 判断 する 方 法 無を 判断 す る方 法
扱 い つ い ては 、 国 立 大学 法
人 の み に 止ま る も の では なＱ減 損 ３－ ６ Ｑ 減損 ３－ ６
い た め、 取り 下 げ。資 産 等 の 市 場 価 格 が な い 場 合 に は ど の よ う な 資 産 等 の 市 場 価 格 が な い 場 合 に は ど の よ う な

取 扱 いを する の か。 取扱 いを す るの か。

Ａ Ａ
１ 資 産 等 の 市 場 価 格 が な い 場 合 に は 、 合 理 的 と １ 資 産 等 の 市 場 価 格 が な い 場 合 に は 、 合 理 的 と

考 え ら れ る 価 額 を 算 定 す る 必 要 は 必 ず し も な い 考 え ら れ る 価 額 を 算 定 す る 必 要 は 必 ず し も な い
と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 資 産 等 の 市 場 価 格 と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 資 産 等 の 市 場 価 格
が な い 場 合 に は 、 他 の 兆 候 が あ る か ど う か を 判 が な い 場 合 に は 、 他 の 兆 候 が あ る か ど う か を 判
断 す るこ とと な る。 断す るこ と とな る。

２ 博 物 館 の 収 蔵 品 や 美 術 品 等 の よ う に 、 歴 史 的 ２ 博 物 館 の 収 蔵 品 や 美 術 品 等 の よ う に 、 歴 史 的
・ 美 術 的 な 価 値 を 有 し 、 他 の 物 で 代 替 す る こ と ・ 美 術 的 な 価 値 を 有 し 、 他 の 物 で 代 替 す る こ と

が 困 難 な 固 定 資 産 に つ い て は 、 そ の 保 有 目 的 に が 困 難 な 固 定 資 産 に つ い て は 、 そ の 保 有 目 的 に
、 、 、 、鑑 み 市 場価 格 の変 動が た とえ あ った とし て も 鑑み 市 場 価格 の変 動 がた とえ あ った と して も

そ れ を 考 慮 す る べ き で は な い こ と か ら 、 市 場 価 そ れ を 考 慮 す る べ き で は な い こ と か ら 、 市 場 価
格 の 著 し い 下 落 が 見 ら れ る か ど う か を 判 断 す る 格 の 著 し い 下 落 が 見 ら れ る か ど う か を 判 断 す る
必 要 は な い 。 し た が っ て 、 市 場 価 格 に つ い て は 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 市 場 価 格 に つ い て は
変 動 が な か っ た も の と み な す の と 同 じ 結 果 と な 変 動 が な か っ た も の と み な す の と 同 じ 結 果 と な
る 。 る。

Ｑ減 損 ３－ ７ Ｑ 減損 ３－ ７ ○ 国 立大 学 法 人 等に は 一 般 的
、 。独 立 行 政 法 人 自 ら が 使 用 し な い と い う 決 定 を 独 立 行 政 法 人 自 ら が 使 用 し な い と い う 決 定 を に想 定 され ない た め 削除

行 っ た こ と に は 、 閣 議 決 定 や 主 務 大 臣 の 決 定 等 行 っ た こ と に は 、 閣 議 決 定 や 主 務 大 臣 の 決 定 等
に よ り 固 定 資 産 を 使 用 し な い こ と と な っ た 場 合 に よ り 固 定 資 産 を 使 用 し な い こ と と な っ た 場 合
も 含 まれ るの か 。 も含 まれ る のか 。

Ａ Ａ
閣 議 決 定 等 に よ り 独 立 行 政 法 人 の 業 務 の 廃 止 閣 議 決 定 等 に よ り 独 立 行 政 法 人 の 業 務 の 廃 止

が 決 定 さ れ 、 固 定 資 産 が 使 用 さ れ な い こ と と な が 決 定 さ れ 、 固 定 資 産 が 使 用 さ れ な い こ と と な
っ た 場 合 に は 、 通 常 独 立 行 政 法 人 は 、 当 該 決 定 っ た 場 合 に は 、 通 常 独 立 行 政 法 人 は 、 当 該 決 定
を 受 け 、 業 務 廃 止 計 画 の 策 定 等 固 定 資 産 を 使 用 を 受 け 、 業 務 廃 止 計 画 の 策 定 等 固 定 資 産 を 使 用
し な いと いう 決 定を 行 うこ とに な るこ とか ら 、 しな いと い う決 定を 行 うこ と にな るこ と から 、
そ の 場 合 に は 独 立 行 政 法 人 自 ら が 使 用 し な い と そ の 場 合 に は 独 立 行 政 法 人 自 ら が 使 用 し な い と

。 、 。 、い う 決定 を行 っ たも の と解 すべ き であ る な お いう 決定 を 行っ たも の と解 す べき であ る な お
、 、主 務 大臣 が未 だ 明示 的 な決 定を 行 って いな い 等 主務 大臣 が 未だ 明示 的 な決 定 を行 って い ない 等

固 定 資 産 が 使 用 さ れ な い こ と が 確 実 で は な い 場 固 定 資 産 が 使 用 さ れ な い こ と が 確 実 で は な い 場
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合 で あっ ても 、 固定 資 産を 使用 し ない こと と な 合で あっ て も、 固定 資 産を 使 用し ない こ とと な

る 可 能 性 が 高 く な っ た 場 合 に は 、 固 定 資 産 が 使 る 可 能 性 が 高 く な っ た 場 合 に は 、 固 定 資 産 が 使
用 さ れ て い る 範 囲 又 は 方 法 に つ い て 当 該 資 産 の 用 さ れ て い る 範 囲 又 は 方 法 に つ い て 当 該 資 産 の
使 用 可 能 性 を 著 し く 低 下 さ せ る 変 化 が 生 ず る 見 使 用 可 能 性 を 著 し く 低 下 さ せ る 変 化 が 生 ず る 見
込み が ある も の とし て 、減 損 会 計基 準 「第 ３ 減 込み が あ るも の とし て 、 減損 会 計基 準 「第 ３ 減

損 の 兆候 」第 ２ 項⑵ に 該当 する 場 合が ある 。 損の 兆候 」 第２ 項⑵ に 該当 す る場 合が あ る。

７Ｑ減 損 ３－ ８ Ｑ 減損 ３－
複 数 の 固 定 資 産 が 一 体 と な っ て そ の サ ー ビ ス 複 数 の 固 定 資 産 が 一 体 と な っ て そ の サ ー ビ ス

を 提 供 す る も の と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 減 損 の を 提 供 す る も の と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 減 損 の
兆 候 の 有 無 に つ い て 、 こ れ ら の 資 産 を 一 体 と し 兆 候 の 有 無 に つ い て 、 こ れ ら の 資 産 を 一 体 と し
て 判 定 す る こ と が で き る こ と と さ れ て い る が 、 て 判 定 す る こ と が で き る こ と と さ れ て い る が 、
一 体 と な っ て サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 と は ど の 一 体 と な っ て サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 と は ど の
よ う な場 合を い うの か 。 よう な場 合 をい うの か 。

Ａ Ａ
１ 固 定 資 産 の 減 損 に つ い て は 、 原 則 と し て 個 々 １ 固 定 資 産 の 減 損 に つ い て は 、 原 則 と し て 個 々

の 固 定 資 産 ご と に 、 兆 候 の 有 無 の 判 定 、 認 識 、 の 固 定 資 産 ご と に 、 兆 候 の 有 無 の 判 定 、 認 識 、
測 定 を 行 う こ と に な る が 、 減 損 の 兆 候 の 有 無 の 測 定 を 行 う こ と に な る が 、 減 損 の 兆 候 の 有 無 の
判 定 に つ い て は 、 複 数 の 固 定 資 産 が 一 体 と な っ 判 定 に つ い て は 、 複 数 の 固 定 資 産 が 一 体 と な っ
て サ ー ビ ス の 提 供 を 行 っ て い る と 認 め ら れ る 場 て サ ー ビ ス の 提 供 を 行 っ て い る と 認 め ら れ る 場
合 に は 、 こ れ ら の 資 産 を 一 体 の も の と し て 判 定 合 に は 、 こ れ ら の 資 産 を 一 体 の も の と し て 判 定

な お 、一す る こと がで き るこ と とさ れて い る。 する こ と がで き るこ と と され て いる 。
【 追 加 】 具体 的 な 処 理に つ体 と な っ て サ ー ビ ス の 提 供 を 行 っ て い る と 認 め
い て 追加 。ら れ る 場 合 、 重 要 性 の 判 断 に あ た っ て は 個 々 の

資 産 に 着 目 す る の で は な く 、 固 定 資 産 を 一 体 と
して 行う こ とと なる 。

２ 一 体 と な っ て サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 と は 、 ２ 一 体 と な っ て サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 と は 、
複 数 の 固 定 資 産 が 一 体 と し て 使 用 さ れ る こ と が 複 数 の 固 定 資 産 が 一 体 と し て 使 用 さ れ る こ と が

、 、 、 、通 常 想定 され て いる も ので あっ て 具 体的 に は 通常 想定 さ れて いる も ので あ って 具 体 的に は
次 の よう な事 例 が考 え られ る。 次の よう な 事例 が考 え られ る 。

⑴ 印 刷 機 と 、 印 刷 物 を 自 動 的 に 帳 合 す る ソ ー タ ⑴ 印 刷 機 と 、 印 刷 物 を 自 動 的 に 帳 合 す る ソ ー タ
ー が 一体 とし て 使用 さ れて いる 場 合 ーが 一体 と して 使用 さ れて い る場 合

⑵ 研 修 用 の 教 室 （ 建 物 ） と 、 も っ ぱ ら 当 該 教 室 ⑵ 研 修 用 の 教 室 （ 建 物 ） と 、 も っ ぱ ら 当 該 教 室

で 使 用 す る た め に 設 置 さ れ て い る 放 送 設 備 （ 講 で 使 用 す る た め に 設 置 さ れ て い る 放 送 設 備 （ 講
師 用 の マ イ ク ロ フ ォ ン と 、 ア ン プ 、 ス ピ ー カ ー 師 用 の マ イ ク ロ フ ォ ン と 、 ア ン プ 、 ス ピ ー カ ー
等 の 音響 機器 ） 等の 音響 機 器）
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⑶ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と 、 当 該 コ ン ピ ュ ー タ ⑶ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と 、 当 該 コ ン ピ ュ ー タ
シ ス テ ム の た め に 設 置 さ れ て い る 無 停 電 電 源 装 シ ス テ ム の た め に 設 置 さ れ て い る 無 停 電 電 源 装
置 置

⑷ 研 究 用 の 船 舶 と 、 当 該 船 舶 に 設 置 さ れ て い る ⑷ 研 究 用 の 船 舶 と 、 当 該 船 舶 に 設 置 さ れ て い る
研 究 用機 器類 研究 用機 器 類

８Ｑ減 損 ３－ ９ Ｑ 減損 ３－
【 変 更 】 附属 病 院 に 係る 取減 損 の 兆 候 の 有 無 に つ い て 、 土 地 と 建 物 を 一 減 損 の 兆 候 の 有 無 に つ い て 、 土 地 と 建 物 を 一

扱 い を削 除。体 の もの とし て 判定 し て良 いか 。 体の もの と して 判定 し て良 い か。
Ａ Ａ

土 地 と 建 物 は 、 根 源 的 な サ ー ビ ス 提 供 の 内 容 土 地 と 建 物 は 、 根 源 的 な サ ー ビ ス 提 供 の 内 容
、 、 、 、が 異 なる こと か ら 減損 の 兆候 の 有無 につ い て が異 なる こ とか ら 減 損の 兆候 の 有無 に つい て

こ れ ら を 一 体 の も の と し て 判 定 す る こ と は 妥 当 こ れ ら を 一 体 の も の と し て 判 定 す る こ と は 妥 当
で は ない 。 では ない 。

し た が っ て 、 例 え ば 、 土 地 の 上 の 建 物 に つ い し た が っ て 、 例 え ば 、 土 地 の 上 の 建 物 に つ い
て 、 そ の 半 分 を 使 用 し な い と い う 決 定 が 行 わ れ て 、 そ の 半 分 を 使 用 し な い と い う 決 定 が 行 わ れ
た 場 合 、 建 物 に つ い て は 使 用 し な い 部 分 に つ き た 場 合 、 建 物 に つ い て は 使 用 し な い 部 分 に つ き

減 損 の 兆 候 が 存 在 す る こ と と な る が 、 土 地 に つ 減 損 の 兆 候 が 存 在 す る こ と と な る が 、 土 地 に つ
い て は 、 必 ず し も 半 分 を 使 用 し な い こ と と な る い て は 、 必 ず し も 半 分 を 使 用 し な い こ と と な る
わ け で は な い た め 、 別 途 、 ど の 程 度 使 用 し な い わ け で は な い た め 、 別 途 、 ど の 程 度 使 用 し な い
と い う 決 定 が 行 わ れ た か に よ り 判 断 す る こ と と と い う 決 定 が 行 わ れ た か に よ り 判 断 す る こ と と ○ 国 立大 学 法 人 等に よ り 一 般
な る 。 なる 。 的な 事 例を 追加 。

Ｑ 減損 ３－ ９
使 用 し な い と い う 決 定 に は 、 用 途 変 更 の 決 定

も 含 ま れ る と の こ と で あ る が 、 例 え ば 、 教 育 ・
研 究 両 者 の 用 に 供 し て い る 建 物 等 に つ い て 、 そ

の 使 用 割 合 が 変 更 と な っ た 場 合 、 減 損 の 兆 候 を
認識 する の か。

Ａ
教 育 ・ 研 究 両 者 の 用 に 供 し て い る 建 物 等 の 固

定 資 産 に つ い て は 、 そ の 使 用 割 合 が 変 更 と な っ
【 変 更 】 附属 病 院 に おけ るた 場 合 で あ っ て も 、 使 用 実 態 が 大 き く 変 更 と な
取 扱 いに つい て 追加 。る も の で は な い こ と か ら 、 減 損 の 兆 候 の 認 識 は

行 わ な い 取 扱 い と す る 。 こ れ は 、 附 属 病 院 に お
い て 使 途 を 特 段 特 定 し て い な い 機 器 に つ い て も
同様 であ る 。

Ｑ減 損 ４－ １ Ｑ 減損 ４－ １
資 産 の 全 部 又 は 一 部 の 使 用 が 想 定 さ れ な い と 資 産 の 全 部 又 は 一 部 の 使 用 が 想 定 さ れ な い と
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き と 規 定 さ れ て い る が 、 固 定 資 産 の 一 部 が 減 損 き と 規 定 さ れ て い る が 、 固 定 資 産 の 一 部 が 減 損
す る 場 合 と は ど の よ う な 場 合 を 想 定 し て い る の す る 場 合 と は ど の よ う な 場 合 を 想 定 し て い る の
か 。 ま た 、 機 械 装 置 や 器 具 備 品 等 の よ う な も の か 。 ま た 、 機 械 装 置 や 器 具 備 品 等 の よ う な も の
に つ いて も、 一 部減 損 があ り得 る のか 。 につ いて も 、一 部減 損 があ り 得る のか 。

Ａ Ａ
１ 固 定 資 産 の 一 部 の 減 損 と は 、 例 え ば 、 人 １ 固 定 資 産 の 一 部 の 減 損 と は 、 例 え ば 、 人100 100

収 容 可 能 な 研 修 宿 泊 施 に つ い て 、 ピ ー ク 時 の 利 収 容 可 能 な 研 修 宿 泊 施 に つ い て 、 ピ ー ク 時 の設
用 を 見込 ん でも 恒 常的 に 人 収容 施 設で 対 応可 利用 を 見込 んで も 恒常 的 に 人収 容 施設 で 対応30 30
能 と 認 め ら れ る よ う な 場 合 で あ り 、 こ の よ う な 可 能 と 認 め ら れ る よ う な 場 合 で あ り 、 こ の よ う
場 合 は利 用 が予 定 され な い 人分 の 施設 に つい な場 合 は利 用が 予 定さ れ ない 人 分 の施 設 につ70 70
て 減 損を 認識 す るこ と にな る。 いて 減損 を 認識 する こ とに な る。

２ 機 械 装 置 や 器 具 備 品 等 に つ い て は 、 こ れ ら の ２ 機 械 装 置 や 器 具 備 品 等 に つ い て は 、 こ れ ら の
固 定 資 産 は 、 印 刷 機 で あ れ ば 印 刷 の た め 、 測 定 固 定 資 産 は 、 印 刷 機 で あ れ ば 印 刷 の た め 、 測 定
機 で あ れ ば 、 計 測 の た め に 、 通 常 一 つ の 目 的 の 機 で あ れ ば 、 計 測 の た め に 、 通 常 一 つ の 目 的 の
た め に 保 有 し て お り 、 こ の よ う な 場 合 に は 一 部 た め に 保 有 し て お り 、 こ の よ う な 場 合 に は 一 部
が 減 損 す る と い う 概 念 は 存 在 し 得 ず 、 固 定 資 産 が 減 損 す る と い う 概 念 は 存 在 し 得 ず 、 固 定 資 産

の 全 部 に つ い て 減 損 の 有 無 を 判 定 す る こ と に な の 全 部 に つ い て 減 損 の 有 無 を 判 定 す る こ と に な
る 。 る。

な お 、 複 数 の 機 能 を 有 し て お り 、 複 数 の 目 的 な お 、 複 数 の 機 能 を 有 し て お り 、 複 数 の 目 的
の た め に 保 有 し て い る 機 械 装 置 や 器 具 備 品 が あ の た め に 保 有 し て い る 機 械 装 置 や 器 具 備 品 が あ
る 場 合に は、 一 部減 損 とい うこ と もあ り得 る 。 る場 合に は 、一 部減 損 とい う こと もあ り 得る 。

Ｑ減 損 ４－ ２ Ｑ 減損 ４－ ２
市 場 価 格 の 回 復 の 見 込 み が あ る と 認 め ら れ な 市 場 価 格 の 回 復 の 見 込 み が あ る と 認 め ら れ な

い と きと は、 例 えば ど のよ うな 場 合か 。 いと きと は 、例 えば ど のよ う な場 合か 。
Ａ Ａ

（ 、 （ 、価 格設 定主 体 によ る 価格 の引 き 下げ 例 え ば 価 格設 定 主体 によ る 価格 の 引き 下げ 例え ば
電 話 加 入 権 ） や 技 術 進 歩 に よ る 旧 式 機 器 の 陳 腐 電 話 加 入 権 ） や 技 術 進 歩 に よ る 旧 式 機 器 の 陳 腐
化 に よ っ て 市 場 価 格 が 下 落 し た よ う な 場 合 は 、 化 に よ っ て 市 場 価 格 が 下 落 し た よ う な 場 合 は 、

、 。 、 。通 常 回 復可 能 性は 認め ら れな い と考 えら れ る 通常 回 復 可能 性は 認 めら れな い と考 え られ る

Ｑ減 損 ４－ ３ Ｑ 減損 ４－ ３
固 定 資 産 の 市 場 価 格 の 回 復 の 見 込 み 並 び に 将 固 定 資 産 の 市 場 価 格 の 回 復 の 見 込 み 並 び に 将

来 の 使 用 見 込 及 び 使 用 目 的 に 従 っ た 機 能 を 現 に 来 の 使 用 見 込 及 び 使 用 目 的 に 従 っ た 機 能 を 現 に
有 し て い る こ と に つ い て は 、 誰 が 根 拠 を 示 す の 有 し て い る こ と に つ い て は 、 誰 が 根 拠 を 示 す の
か 。 また 、ど の 程度 の 合理 性が 必 要か 。 か。 また 、 どの 程度 の 合理 性 が必 要か 。

Ａ Ａ
固 定 資 産 の 市 場 価 格 の 回 復 の 見 込 み 並 び に 将 固 定 資 産 の 市 場 価 格 の 回 復 の 見 込 み 並 び に 将
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来 の 使 用 見 込 及 び 使 用 目 的 に 従 っ た 機 能 を 現 に 来 の 使 用 見 込 及 び 使 用 目 的 に 従 っ た 機 能 を 現 に
有 し て い る こ と に つ い て は 、 独 立 行 政 法 人 が そ 有 し て い る こ と に つ い て は 、 が国 立 大 学 法 人 等

国 立の 根 拠 を 示 さ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 独 立 行 そ の 根 拠 を 示 さ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、
政 法 人 が 示 す 回 復 可 能 性 が 認 め ら れ る と の 根 拠 が 示 す 回 復 可 能 性 が 認 め ら れ る と の大 学 法 人 等
が 明 ら か に 合 理 性 に 欠 け る 場 合 に は 、 回 復 可 能 根 拠 が 明 ら か に 合 理 性 に 欠 け る 場 合 に は 、 回 復
性 が ない もの と する 。 可能 性が な いも のと す る。

Ｑ減 損 ４－ ４ Ｑ 減損 ４－ ４

注 解 ６ に お い て 「 相 当 の 期 間 内 」 と は 、 ど 注 解 ６ に お い て 「 相 当 の 期 間 内 」 と は 、 ど、 、
の 程 度 の 期 間 か 。 ま た 「 相 当 程 度 ま で 回 復 す の 程 度 の 期 間 か 。 ま た 「 相 当 程 度 ま で 回 復 す、 、
る 」 とは 、ど の 程度 を いう のか 。 る」 とは 、 どの 程度 を いう の か。

Ａ Ａ
１ 「 相 当 の 期 間 内 」 に つ い て は 、 当 該 固 定 資 産 １ 「 相 当 の 期 間 内 」 に つ い て は 、 当 該 固 定 資 産

が 独 立 行 政 法 人 に お い て 使 用 さ れ て い る も の で が に お い て 使 用 さ れ て い る も の国 立 大 学 法 人 等
あ る こ と か ら 、 そ の 使 用 予 定 期 間 内 に 市 場 価 格 で あ る こ と か ら 、 そ の 使 用 予 定 期 間 内 に 市 場 価
が 回 復 す る こ と が 必 要 で あ る 。 し た が っ て 、 当 格 が 回 復 す る こ と が 必 要 で あ る 。 し た が っ て 、
該 資 産の 残存 耐 用年 数 期間 とな る 。 当該 資産 の 残存 耐用 年 数期 間 とな る。

ま た 、 非 減 価 償 却 資 産 や 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ま た 、 非 減 価 償 却 資 産 や 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造
の 建 物 等 の よ う に 耐 用 年 数 が 永 久 又 は 長 期 間 に の 建 物 等 の よ う に 耐 用 年 数 が 永 久 又 は 長 期 間 に
及 ぶ 固 定 資 産 に つ い て は 、 独 立 行 政 法 人 制 度 の 及 ぶ 固 定 資 産 に つ い て は 、 制 度 の国 立 大 学 法 人

、 、基 本 的枠 組み で ある 中 期目 標期 間 を考 慮す れ ば 基本 的枠 組 みで ある 中 期目 標 期間 を考 慮 すれ ば
次 の 中 期 目 標 期 間 ま で に 回 復 し な い よ う な 場 合 次 の 中 期 目 標 期 間 ま で に 回 復 し な い よ う な 場 合
に は 、 価 格 回 復 の 見 込 み が な い と 判 断 せ ざ る を に は 、 価 格 回 復 の 見 込 み が な い と 判 断 せ ざ る を
得 な い こ と か ら 、 大 で １ ０ 年 程 度 と す る の が 得 な い こ と か ら 、 大 で １ ０ 年 程 度 と す る１ ２
妥 当 であ る。 のが 妥当 で ある 。

２ 「 相 当 程 度 ま で 回 復 す る 」 と は 、 帳 簿 価 額 の ２ 「 相 当 程 度 ま で 回 復 す る 」 と は 、 帳 簿 価 額 の

概 ね ８ ０ ％ 程 度 ま で 回 復 す る こ と が 見 込 ま れ る 概 ね ８ ０ ％ 程 度 ま で 回 復 す る こ と が 見 込 ま れ る
こ と であ る。 こと であ る 。

Ｑ減 損 ４－ ５ Ｑ 減損 ４－ ５ ○ 国 立大 学 法 人 には 該 当 し な
複 数 の 勘 定 で 共 有 す る 固 定 資 産 に つ い て 減 損 複 数 の 勘 定 で 共 有 す る 固 定 資 産 に つ い て 減 損 いた め 、削 除。

の 兆 候 の 有 無 を 判 定 し た 結 果 、 特 定 の 勘 定 だ け の 兆 候 の 有 無 を 判 定 し た 結 果 、 特 定 の 勘 定 だ け
が 減 損 の 認 識 を し な け れ ば な ら な い 場 合 の 取 扱 が 減 損 の 認 識 を し な け れ ば な ら な い 場 合 の 取 扱
い は どの よう に する の か。 いは どの よ うに する の か。

Ａ Ａ
１ 固 定 資 産 の 減 損 は 、 原 則 と し て 個 々 の 固 定 資 １ 固 定 資 産 の 減 損 は 、 原 則 と し て 個 々 の 固 定 資

産 ご と に 、 兆 候 の 有 無 の 判 定 、 認 識 及 び 測 定 を 産 ご と に 、 兆 候 の 有 無 の 判 定 、 認 識 及 び 測 定 を
行 う こ と と さ れ て い る 。 こ の 原 則 は 、 複 数 の 勘 行 う こ と と さ れ て い る 。 こ の 原 則 は 、 複 数 の 勘
定 で 共 有 す る 固 定 資 産 に つ い て も 同 様 で あ り 、 定 で 共 有 す る 固 定 資 産 に つ い て も 同 様 で あ り 、
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物 理 的 に １ 個 の 固 定 資 産 に つ い て は 、 当 該 固 定 物 理 的 に １ 個 の 固 定 資 産 に つ い て は 、 当 該 固 定
資 産 が 複 数 の 勘 定 で 共 有 し て い る 場 合 で あ っ て 資 産 が 複 数 の 勘 定 で 共 有 し て い る 場 合 で あ っ て
も 、 物 理 的 な １ 個 の 固 定 資 産 を 単 位 と し て 、 減 も 、 物 理 的 な １ 個 の 固 定 資 産 を 単 位 と し て 、 減
損 の 兆 候 の 判 定 、 認 識 及 び 測 定 を 行 う こ と に な 損 の 兆 候 の 判 定 、 認 識 及 び 測 定 を 行 う こ と に な
る 。 る。

２ 例 え ば 、 Ａ 勘 定 と Ｂ 勘 定 で 共 用 す る 本 部 事 務 ２ 例 え ば 、 Ａ 勘 定 と Ｂ 勘 定 で 共 用 す る 本 部 事 務
所 建 物 に つ い て は 、 当 該 建 物 が 事 務 所 と し て 使 所 建 物 に つ い て は 、 当 該 建 物 が 事 務 所 と し て 使

用 さ れ て い る か 否 か の 観 点 か ら 、 減 損 の 兆 候 の 用 さ れ て い る か 否 か の 観 点 か ら 、 減 損 の 兆 候 の
有 無 の 判 定 、 認 識 を 行 う こ と に な る 。 判 定 の 結 有 無 の 判 定 、 認 識 を 行 う こ と に な る 。 判 定 の 結
果 、 そ の 一 部 が 事 務 所 と し て 使 用 さ れ て い な い 果 、 そ の 一 部 が 事 務 所 と し て 使 用 さ れ て い な い
と 判 定 さ れ 、 減 損 を 認 識 し た 場 合 の 減 損 損 失 額 と 判 定 さ れ 、 減 損 を 認 識 し た 場 合 の 減 損 損 失 額
に つ い て は 、 使 用 さ れ な い こ と と な っ た 原 因 が に つ い て は 、 使 用 さ れ な い こ と と な っ た 原 因 が
Ａ 、 Ｂ い ず れ の 勘 定 の 業 務 に 起 因 す る の か の 判 Ａ 、 Ｂ い ず れ の 勘 定 の 業 務 に 起 因 す る の か の 判
断 を 行 い 、 ① も っ ぱ ら Ａ 勘 定 の 業 務 の 整 理 統 合 断 を 行 い 、 ① も っ ぱ ら Ａ 勘 定 の 業 務 の 整 理 統 合
に 起 因 す る も の で あ る 場 合 に は 、 減 損 額 は Ａ 勘 に 起 因 す る も の で あ る 場 合 に は 、 減 損 額 は Ａ 勘
定 に 計 上 す る こ と に な り 、 ② Ａ 、 Ｂ 両 方 の 勘 定 定 に 計 上 す る こ と に な り 、 ② Ａ 、 Ｂ 両 方 の 勘 定

の 業 務 に 起 因 す る も の で あ る 場 合 に は 、 減 損 額 の 業 務 に 起 因 す る も の で あ る 場 合 に は 、 減 損 額
に つ いて も、 両 勘定 に 計上 する こ とに なる 。 につ いて も 、両 勘定 に 計上 す るこ とに な る。

Ｑ減 損 ５－ １ Ｑ 減損 ５－ １
「 減 価 償 却 後 再 調 達 価 額 を 算 出 す る こ と が 困 難 「 減 価 償 却 後 再 調 達 価 額 を 算 出 す る こ と が 困 難
で あ る 場 合 」 と は 、 ど の よ う な 場 合 が 考 え ら れ で あ る 場 合 」 と は 、 ど の よ う な 場 合 が 考 え ら れ
る か 。 るか 。

Ａ Ａ
１ 減 損 が 認 識 さ れ た 固 定 資 産 が も は や 市 場 に 存 １ 減 損 が 認 識 さ れ た 固 定 資 産 が も は や 市 場 に 存

在 し な い 場 合 や 、 再 調 達 価 額 の 算 出 に 著 し く 費 在 し な い 場 合 や 、 再 調 達 価 額 の 算 出 に 著 し く 費

用 が かか る場 合 など が 考え られ る 。 用が かか る 場合 など が 考え ら れる 。

２ ま た 、 減 損 が 認 識 さ れ た 固 定 資 産 が 建 物 等 で ２ ま た 、 減 損 が 認 識 さ れ た 固 定 資 産 が 建 物 等 で
あ っ て 、 独 立 行 政 法 人 自 ら が 再 調 達 価 額 を 算 定 あ っ て 、 自 ら が 再 調 達 価 額 を 算国 立 大 学 法 人 等
す る こ と が 困 難 で あ っ て 委 託 費 等 の 外 注 経 費 が 定 す る こ と が 困 難 で あ っ て 委 託 費 等 の 外 注 経 費
必 要 と な る よ う な 場 合 に も こ れ に 該 当 し 、 減 損 が 必 要 と な る よ う な 場 合 に も こ れ に 該 当 し 、 減
が 認 識 さ れ た 固 定 資 産 の 帳 簿 価 額 に 、 当 該 資 産 損 が 認 識 さ れ た 固 定 資 産 の 帳 簿 価 額 に 、 当 該 資
に つ き 使 用 が 想 定 さ れ て い な い 部 分 （ 使 用 し な 産 に つ き 使 用 が 想 定 さ れ て い な い 部 分 （ 使 用 し
い と い う 決 定 を 行 っ た 部 分 を 含 む ） 以 外 の 部 な い と い う 決 定 を 行 っ た 部 分 を 含 む ） 以 外 の。 。
分 の 割 合 を 乗 じ て 算 出 し た 額 を 減 価 償 却 後 再 調 部 分 の 割 合 を 乗 じ て 算 出 し た 額 を 減 価 償 却 後 再

達 価 額と する 方 法を 用 いる こと が でき る。 調達 価額 と する 方法 を 用い る こと がで き る。

Ｑ減 損 ５－ ２ Ｑ 減損 ５－ ２
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市 場 価 格 の 著 し い 下 落 が あ り 、 減 損 を 認 識 し 市 場 価 格 の 著 し い 下 落 が あ り 、 減 損 を 認 識 し
た 場 合 で あ っ て 、 次 の よ う な ケ ー ス に お け る 減 た 場 合 で あ っ て 、 次 の よ う な ケ ー ス に お け る 減
損 後 の 帳 簿 価 額 は 、 減 価 償 却 後 再 調 達 価 額 と す 損 後 の 帳 簿 価 額 は 、 減 価 償 却 後 再 調 達 価 額 と す
る の か。 るの か。

ま た 、 こ の 場 合 に は 、 減 損 処 理 後 の 年 度 に お ま た 、 こ の 場 合 に は 、 減 損 処 理 後 の 年 度 に お
い て も 減 損 の 兆 候 （ 市 場 価 格 の 著 し い 下 落 ） に い て も 減 損 の 兆 候 （ 市 場 価 格 の 著 し い 下 落 ） に
該 当 す る こ と に な る が 、 財 務 諸 表 の 注 記 が 必 要 該 当 す る こ と に な る が 、 財 務 諸 表 の 注 記 が 必 要
と な るの か。 とな るの か 。

100,000 30,000 100,000 30,000帳簿価額 市場価格 帳簿価額 市場価格

28,000 70,000 28,000 70,000正味売却価額 減価償却後再調達原価 正味売却価額 減価償却後再調達原価

（売却に要する費用 ） （売却に要する費用 ）2,000 2,000
Ａ Ａ
１ 減 損額 の測 定 は 正味 売 却価 額 と使 用価 値 減 １ 減 損額 の 測定 は 正 味売 却価 額 と使 用 価値 減、 （ 、 （

価 償 却 後 再 調 達 原 価 ） の い ず れ か 高 い 額 を 基 準 価 償 却 後 再 調 達 原 価 ） の い ず れ か 高 い 額 を 基 準
と し て 行 う こ と か ら 、 質 問 の ケ ー ス で は 減 損 処 と し て 行 う こ と か ら 、 質 問 の ケ ー ス で は 減 損 処
理 後 の 帳 簿 価 額 は と な り 、 減 損 前 の 帳 簿 理 後 の 帳 簿 価 額 は と な り 、 減 損 前 の 帳 簿70,000 70,000
価 額 との 差額 が 減 損額 とな る 。 価額 との 差 額 が 減 損額 とな る 。30,000 30,000

２ 質 問 の よ う な ケ ー ス に は 電 話 加 入 権 が 該 当 す ２ 質 問 の よ う な ケ ー ス に は 電 話 加 入 権 が 該 当 す
る こ と に な る が 、 電 話 加 入 権 に つ い て は 、 減 損 る こ と に な る が 、 電 話 加 入 権 に つ い て は 、 減 損
処 理 後 の 会 計 年 度 の 財 務 諸 表 に お い て 注 記 す る 処 理 後 の 会 計 年 度 の 財 務 諸 表 に お い て 注 記 す る
必 要 はな い。 必要 はな い 。

３ 電 話 加 入 権 以 外 の 固 定 資 産 に つ い て は 、 減 損 ３ 電 話 加 入 権 以 外 の 固 定 資 産 に つ い て は 、 減 損
処 理 後 の 年 度 に お い て も 財 務 諸 表 の 注 記 を 行 う 処 理 後 の 年 度 に お い て も 財 務 諸 表 の 注 記 を 行 う
こ と が 必 要 で あ る 。 こ れ は 、 減 価 償 却 後 再 調 達 こ と が 必 要 で あ る 。 こ れ は 、 減 価 償 却 後 再 調 達

、 、原 価 と市 場価 格 との 間 に乖 離が あ るこ とを 国 民 原価 と市 場 価格 との 間 に乖 離 があ るこ と を国 民

主 務 大 臣 、 評 価 委 員 会 の 委 員 に 開 示 す る こ と に 大 臣 、 評 価 委 員 会 の 委 員 に 開 示 す る こ文 部 科 学
よ っ て 、 当 該 固 定 資 産 を 使 用 し た 業 務 の 必 要 性 と に よ っ て 、 当 該 固 定 資 産 を 使 用 し た 業 務 の 必

。等 の 議論 を喚 起 する こ とに その 目 的が ある 。 要性 等の 議 論を 喚起 す るこ と にそ の目 的 があ る

Ｑ減 損 ６－ １ Ｑ 減損 ６－ １
自 己 収 入 を 財 源 と し て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ 自 己 収 入 を 財 源 と し て 取 得 し た 固 定 資 産 に つ

い て 、 中 期 計 画 等 で 想 定 し た 業 務 運 営 を 行 っ た い て 、 中 期 計 画 等 で 想 定 し た 業 務 運 営 を 行 っ た
に も か か わ ら ず 発 生 し た 減 損 額 に つ い て も 、 損 に も か か わ ら ず 発 生 し た 減 損 額 に つ い て も 、 損
益 外 減 損 損 失 累 計 額 の 科 目 に よ り 資 本 剰 余 金 の 益 外 減 損 損 失 累 計 額 の 科 目 に よ り 資 本 剰 余 金 の
控 除 項 目 と し て 計 上 す る の か （ 現 物 出 資 さ れ 控 除 項 目 と し て 計 上 す る の か （ 現 物 出 資 さ れ。 。

た 固 定 資 産 や 施 設 費 を 財 源 と し て 取 得 し た 固 定 た 固 定 資 産 や 施 設 費 を 財 源 と し て 取 得 し た 固 定
資 産 に つ い て は 、 独 立 行 政 法 人 の 財 産 的 基 礎 を 資 産 に つ い て は 、 の 財 産 的 基 礎国 立 大 学 法 人 等
構 成 す る も の で あ り 、 減 損 の 発 生 に よ り 実 質 的 を 構 成 す る も の で あ り 、 減 損 の 発 生 に よ り 実 質
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な 財 産 的 基 礎 の 減 少 の 程 度 を 示 す こ と に な る と 的 な 財 産 的 基 礎 の 減 少 の 程 度 を 示 す こ と に な る
い う 基 本 的 な 考 え 方 （ 注 解 ６ ４ 参 照 ） が 該 当 す と い う 基 本 的 な 考 え 方 （ 注 解 ６ ４ 参 照 ） が 該 当
る が 、 自 己 収 入 を 財 源 と し て 取 得 し た 固 定 資 産 す る が 、 自 己 収 入 を 財 源 と し て 取 得 し た 固 定 資
に つ い て は 、 財 産 的 基 礎 に は 該 当 し な い こ と か 産 に つ い て は 、 財 産 的 基 礎 に は 該 当 し な い こ と
ら 、 この よう な 整理 は 困難 では な いの か ） から 、こ の よう な整 理 は困 難 では ない の か ）。 。

Ａ Ａ
１ 発 生 し た 減 損 額 の 会 計 処 理 に つ い て は 、 当 該 １ 発 生 し た 減 損 額 の 会 計 処 理 に つ い て は 、 当 該

固 定 資 産 の 取 得 財 源 の 如 何 に か か わ ら ず 、 中 期 固 定 資 産 の 取 得 財 源 の 如 何 に か か わ ら ず 、 中 期

計 画 等 で 想 定 し た 業 務 運 営 を 行 っ た か 否 か の 観 計 画 等 で 想 定 し た 業 務 運 営 を 行 っ た か 否 か の 観
点 か ら 判 断 し 、 中 期 計 画 等 で 想 定 し た 業 務 運 営 点 か ら 判 断 し 、 中 期 計 画 等 で 想 定 し た 業 務 運 営
を 行 っ た に も か か わ ら ず 生 じ た 減 損 額 に つ い て を 行 っ た に も か か わ ら ず 生 じ た 減 損 額 に つ い て
は 、 損益 外の 処 理を 行 うこ とに な る。 は、 損益 外 の処 理を 行 うこ と にな る。

２ な お 、 減 損 会 計 基 準 は 、 国 か ら の 財 源 措 置 に ２ な お 、 減 損 会 計 基 準 は 、 国 か ら の 財 源 措 置 に ○ 国 立大 学 法 人 には 該 当 し な
依 存 し た 業 務 運 営 を 行 っ て お り そ の 保 有 す る 固 依 存 し た 業 務 運 営 を 行 っ て お り そ の 保 有 す る 固 いた め 、削 除。
定 資 産 に つ い て 自 己 収 入 に よ る 投 資 額 の 回 収 が 定 資 産 に つ い て 自 己 収 入 に よ る 投 資 額 の 回 収 が
予 定 さ れ て い な い 独 立 行 政 法 人 を 念 頭 に 設 定 さ 予 定 さ れ て い な い 独 立 行 政 法 人 を 念 頭 に 設 定 さ

れ た も の で あ り 、 質 問 の よ う な ケ ー ス は あ ま り れ た も の で あ り 、 質 問 の よ う な ケ ー ス は あ ま り
生 じ ない もの と 考え る 。 生じ ない も のと 考え る 。

○ 国 立大 学 法 人 の業 務 の 特 性Ｑ 減損 ６－ ２
を踏 ま え、 例示 を 追加 。国 立 大 学 法 人 の 業 務 は 教 育 、 研 究 、 診 療 と 多

岐 に 亘 り 、 ま た 、 そ の 業 務 の 性 質 上 、 運 営 方 法
に つ い て 詳 細 に 中 期 計 画 等 に 記 載 す る こ と が 困
難 で あ る が 、 国 立 大 学 法 人 に お い て 、 中 期 計 画
等 で 想 定 し た 業 務 運 営 を 行 わ な か っ た こ と と し
て は 、 具 体 的 に ど の よ う な 場 合 が 想 定 さ れ る の

か。

Ａ
国 立 大 学 法 人 に お い て は 、 設 問 の よ う な ケ ー

ス は 通 常 想 定 さ れ が た い と こ ろ で あ る が 、 例 え
ば 、 中 期 計 画 に お い て 記 載 さ れ た 行 う べ き 事 項
とし て 、 教育 研 究の 用 に 供す る 建物 等 の維 持 ･管
理 を 行 う 旨 を 明 記 し て い る に も か か わ ら ず 、 当
該 建 物 等 の 維 持 ・ 管 理 の 懈 怠 に よ り 、 必 要 な 管
理 が な さ れ な か っ た こ と に よ り 、 資 産 価 値 が 減

耗 し た 場 合 や 、 中 期 計 画 に 記 載 し た 以 外 の 事 業
を 行 っ た こ と に よ り 減 耗 等 が 生 じ た 場 合 に 、 減
損を 認識 す るこ とが 想 定さ れ うる 。
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Ｑ減 損 １０ －１ Ｑ 減損 １０ － １
減 損 処 理 後 の 固 定 資 産 の 減 価 償 却 は 、 減 損 処 減 損 処 理 後 の 固 定 資 産 の 減 価 償 却 は 、 減 損 処

理 前 と同 様に 行 うの か 。 理前 と同 様 に行 うの か 。
Ａ Ａ

減 損 処 理 後 の 減 価 償 却 に つ い て は 、 減 損 処 理 減 損 処 理 後 の 減 価 償 却 に つ い て は 、 減 損 処 理
前 の 減 価 償 却 計 算 に 適 用 さ れ て い た 耐 用 年 数 や 前 の 減 価 償 却 計 算 に 適 用 さ れ て い た 耐 用 年 数 や
残 存 価 格 を 検 証 し 、 必 要 が あ れ ば 見 直 し を 行 わ 残 存 価 格 を 検 証 し 、 必 要 が あ れ ば 見 直 し を 行 わ

な け れば なら な い。 なけ れば な らな い。
な お 、 耐 用 年 数 や 残 存 価 格 の 見 直 し が 必 要 な 場 な お 、 耐 用 年 数 や 残 存 価 格 の 見 直 し が 必 要 な 場
合 と は、 例え ば 、 合と は、 例 えば 、
① 固定 資産 の 用途 を 変更 した 場 合 ① 固定 資 産の 用途 を 変更 し た場 合
② 複 数 の 用 途 に 使 用 さ れ て い る 固 定 資 産 に つ ② 複 数 の 用 途 に 使 用 さ れ て い る 固 定 資 産 に つ

い て 、 そ の 主 要 な 用 途 の 部 分 に つ い て 減 損 を い て 、 そ の 主 要 な 用 途 の 部 分 に つ い て 減 損 を
認 識 し 、 残 存 部 分 が 減 損 後 の 主 た る 用 途 と な 認 識 し 、 残 存 部 分 が 減 損 後 の 主 た る 用 途 と な
っ た場 合等 が 考え ら れる 。 っ た場 合 等が 考え ら れる 。


	減損会計に係る独立行政法人会計基準Ｑ ＆ Ａ と国立大学法人会計基準実務指針（ 対比表（ 案）
	Ｑ 減損０ － １
	Ｑ 減損０ － ２
	Ｑ 減損０ － ３
	Ｑ 減損０ － ４
	Ｑ 減損１ － １
	Ｑ 減損２ － １
	Ｑ 減損２ － ２
	Ｑ 減損３ － １
	Ｑ 減損３ － ２
	Ｑ 減損３ － ３
	Ｑ 減損３ － ４
	Ｑ 減損３ － ５
	Ｑ 減損３ － ６
	Ｑ 減損３ － ７
	Ｑ 減損３ － ８
	Ｑ 減損３ － ９
	Ｑ 減損４ － １
	Ｑ 減損４ － ２
	Ｑ 減損４ － ３
	Ｑ 減損４ － ４
	Ｑ 減損４ － ５
	Ｑ 減損５ － １
	Ｑ 減損５ － ２
	Ｑ 減損６ － １
	Ｑ 減損１ ０ － １


